
な
い
場
合
が
多
い
の
で
、
少
々

の
雨
が
あ
っ
て
も
散
布
し
て
、

遅
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す

麦

昨
年
は
麦
の
で
き
軟
に
天

水

稲
苗
代
準

備

普
通
栽

候
不
良
の
た
め
、
赤
か
び
病
の

培
の
苗
代
予
定
地
は
、
草
を
と

で目
立仕
切
訪
問
諸
説
竺
諸
問
村
山
約

社
会
事
業
へ
寄附

持
ド
udA
ね
肝

心句
作
間
計
十日弓

に
予
定
さ
れ
て
い
た
給
食
展
示
会
マ
、
隊
内
の
食
蛍
の
衛
生
管

理

の

市

内
一の
郷
、
橋
本

商

震
は

ま

し

こ
:
と
と
し
こ
そ
は
こ

よ
く
腐
っ
た
堆
壁
一
ア
ー
ル

j

議
し
ま
す
。

一方
法
や
後
援
団
体
と
し
て
大
義
一
ニ
月
一
一
十
一
旦
」
祖
父
清
四
郎
氏

れ
か
訂

症

す
る
赤
か
び
、
さ

当

り
百

K
ぐ
ち
い

ち

土
と

号
一

と
れ
は
o
全
国
各
地
に
駐
と
ん一
業
や
食
品
業
者
か
ら
出
品
さ
れ
た

の
忌
明
に
際
し
、
本
市
社
会
福
祉

び
得
、
つ
ど
ん
と

-2ど
の
防

ま
ぜ
て
お
き
ま
す
o

イ
モ
チ
病

問
一

し
て
い
る
隊
員
の
給
与

(食
事
二

食
品
の
展
示
が
あ
り
ま
す
。

施
設
に
桜
苗
木
(
五
千
円
相
当
)

T

?
、

f
f

2
一

一

。

除
こ
努
め
実
入
り
手
助
7
ま

の

出
る
所
は、

珪
カ
ル
ぞ
一
子

第

一

は

ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
、
ど
の
程
一

そ
の
ほ
か
武
器
展
示
、
映
写
会

を
寄
附
さ
れ
ま
し
た

pv

p

v

一

し

よ

う

。

三
平
方
米
(
一
坪
)
に
四
0
0

(

一

度

の

カ
ロ
リ
ー
が
盛
ら
れ
て
い
る

一自
衛
隊
音
楽
隊
に
よ
る
音
楽
演
奏

(福
祉
事
務
所
)

-

と
く
に
赤
か
び
病
は
雨
が
長
く

伊

入
れ
る
よ
う
に
準
備
し
ま

っ

一

駐

日

程

指

針

恥

七

炉

心

民

十

奇

心

部

出

向

日

計

J王

子

集

く

己

主

主

の
準
備

交
換
な
ど
早

よ

寸

ら
れ
ま
ず
。

玄

家
の
周
辺
、
道
路
、
排
水
下
水

一

一
な
ど
に
よ
る
異
動
の
場
合
に
は
、
一
医
者
に
か
か
っ
た
場
合
、
医
療
一ム
全
日
時

昭
和一一
一十
四
年
四
直
ち
に
石
灰
硫
黄
高
の
四
O

く
す
ま
し
、
良
い
種

理

得
る

J
一

と
む
富
山
一
環
と
し
て
、

乙
一
禅
、
便
所
の
清
掃

…

一十
日
以
内
に
被
保
険
者
証
を
添
え
支
の
五
割
は
そ
の
都
度
医
者
の
窓

一
月
二
十
八
日
午
後
二
時

倍
液
全
了
三
刷
散
布
し
ま
す

た
め
に
、

指
水
選、

消
毒
も
計

だ

一れ
か

九

籍
期
に
入
る

2ず
る
一心
便
所
汲
取
口
ふ
た
の
完
備
、
ご

…

被

保

険

者

証

を

提

出

-て
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
と
の

一
口
に
必
ず
支
払
っ
て
ぐ
だ
さ
い。

一会
売
場
所
大
村
市
役
所
税
務
一

な
お
、
散
布
す
る
滴
当
な
日
が
画
い
た
し
ま
'し
よ
う
。

k
一
至
。
「
は
え
」
の
発
直
撃
一

み
箱
、
肥
料
溜
に
完
全
な
ふ
た

一

一

一

一

1
1

1

11

1
》
〉
〈
{

1

1
11

政

一
撃
、
「
ね
ず
み
」
ぞ
駆
除
し
て一

の
整

備

国

民
襲
保
険
被
保
険
者
証
は
一
「
お
れ
ば
医
者
を
良
く
知
っ
て
一
周
出
を
怠
っ
た
場
合
は
二
手
円
以

一

被
保
険
者
証
を
失
っ
た
り
し
た
一

規

一

五

十
三
番
地
第
四
畑
五
畝
二

田
七
畝
二
十
七
歩

市

一
環
境
衛
生
ぞ
よ
く
し
、
議

で

明
一
ム
妻
、
鶏
舎
の
清
霊
備
、

一

被

保

険
者
で
あ
る
と
と
の
唯
一
の
一
ー
モ

月
提
出
し
な
く
て
も
よ

一
下
の
過
料
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ一
と
き
は
無
料
で
再
交
付
し
ま
す
。
一
ム
美
方
法
一

般
競
争
入
札

一

十
五
捗
外
十
七
歩
襲

撃

小

川
郷
字
東
楠
二
百
九
十
二

付

一

る
い
快
適
な
生
活
が
で
き
る

よ
う
一ム
室

内
を
く
ま
な
く
清
掃
し
台
一

大

毎

の
風
光
並
び
に
西
海
橋
一
証
明
替
で
あ
り
、
被
保
警

が

疾

一川
」
れ

と
考
え
て
、
も
し
提
出
し

一弓

す

の
で、

注
意
し

て
く
だ
さ
一

(保
険
衛
生
課
)
一針

路

持

つ

刊

県
知

一寝

泉

川
円
郷
宇
足
形
七
百
二
十
番
畑
八
畝
二
十
四
歩

ゴ

に

春
の
大
掃
除
名
返
す
の
で
一
所、

控

室

な
ど
の
清
潔
一九

十
九
島
方
面
の
観
光
遊
覧
船
が
一病
に
か
か
り
負
傷
し
た
と
き
は
、
一

な
い
場
合
に
は
、
保
険
で
受
診
で

一
b

i

l
i
-
-
L
il

i

-

-

一
事
の
発
す

る
適
格
説
明
書

主

人

番

畑

一

反

二

畝
十
八
歩
審
議
郷
宇
中
江
五
百
七
十
六

十
八
一

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
努

を

お

願

一

審

一

一医
師
等
に
提
出
し
て
療
養
の
給
付
て
さ
ず
、
全
額
自
己
の
負
担
に
な
る
一

一マ
期
間

五

3
も
日
¥
長
年一二

一
す
る
も
の
に
限
り
公
売
を
均

一①
武
器
字
武
部
二
円
四
十
二
番

番

畑
一
反
歩

-
一日間
関
刊
行
一
盟
諸
説
許
諾
一
一
前
田
日
一一間龍一江川一一
…山一山花

;
HUUJマun
u
し
臼(伺し一J
売物件

一位向一一一一一

1
一品川一一一一一一

f
明

時

-
E

-

-

z
z
-
-
Z
E

E

i

-

-
s

一

乙
の
遊
覧
船
は
近
代
的
な
船
室
一に
な
っ
て
い
ま
す
。

一

呉

動

の

と

き

は

0
日

一

大
村
園
芸
高
校
で
は、

有
能
な
一

要

望

除

く
)

一実
村
市
木
場
郷
字
芋
矧
手
六
百

一容
易
字
石
坂
千
百
一
一
番

一
一

県

体

予

選

会

い

い
よ
よ

開

幕

一心

即

日

ト

れ

刊

誌

山

一

提

出

し

な

い

と

き

は

一

以

内

に

届

出

る

1

一時

円

以

刊

誌

駐

日

一

ャ

日

V一
昨

一

一五
才
、

一
一

uu
k
h
r
L
K
以

下

一

軒

以

一

山

一

種

目

毎

に

市

代

表

を

決

定

一
の
観
賞
に
一
日
柔

し
ど
す
ご
さ
一

全

額

1.1~.1JJ
I
L
--ほ
ば
い
い
山
市
.3同

一洗

浄

片

山
げ
一

一マ
募
集
人
員

四
十
名

一
…
乙
ぞ
っ
て
を
が
〆
、記
念
す
ム
既
加
入
必
に
対
す
戸る
配
当

…

一せ
ま
す
。

一

1
1‘... ，‘

2

・・・・:
:
j
i
l--E"1
・・・・・
・・・・1
・1
・・・1
:E--
a-
ai
-
-
:
i
z
-
-
:
i
t
--

一V
教
科
内
容
ム
股
業
百
八
十

一
川
る
に
は
簡
易
保
険
へ
と
加
人
余
の
地
額

則

一
一
片
付
一
品

川
日
比

一

一一

AH月
二
十
六
日
十
時

一

は

で

七

日

明

一

部

・

山

諜

υは
火

気

に

注

意

一

時

十

叶

日

刊

誌

何

一
一

祝

日

日

目

立

刊

誌

諮

問

一

一
で
聞
か
れ
ま
す
が
、
市
妻
、
体
一

微
翌

一
貫

給

四

語

、

九

十
九
一

年

間

通

じ

て

四

‘

五

月

が

乾

燥

は

一

希
望

主

体
と
し
た
実
習
を
多

一
一
政
府
は
乙
の
め
で
た
い
第

三

吉

原

入

り

窓

…

刑一

育
脳
会
℃

μ
大
村
市
代
表
を
決
め
一

ハ一
弓
道
四
月
二
十
五
日
三
時

一
観

覧

島
万
両
に
出
か
け

一

J
3

一

ぐ
す
る
。

ム一

般

整

三
十
一
一
会
話
易

μ
険
存
度
っ
さ

証

出

足
〆行

日
側
一
る
予
選
訟
を
つ
ぎ
の
日
程
で
行
い
一

市
営
弓

道

場

一

光

遊

て
い
た
響
、

鹿
一

桜
の
率
が
す
ぎ
れ
ば
梅
雨
に
一
致
、
大
事
な
資
器
開
い
て
失
一
学
易

7
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
一

六
時
間

ニ

の

と

お

り

高

κ改
脅
し
て

心
四
月

( 4月下旬号)

幻
自か

ら

ーで'ri?":.;じJ七-寸 カ¥

や
藤
祭
り
の

一
環
と
し
て
屋
外
炊

事
の
実
演
、
希
望
者
だ
け
の
有
料

試
食

(
昼
食
)
や
演
芸
会
な
ど
、

盛
り
沢
山
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

(

市
民
課
)

陸

向
口

。 市公営住宅の入居許可 の手数料は百

円。

O農地関係の証明手数料は六十円

~:隈巻きのノ ミの予防=薬屋でセ ンブ
リを買って煮出 し、 その汁を寝巻き

につ けて乾か しておくと、その夜 か

らノ ミは近よらない.

。皿lにヒピが入 った ら、 その 中に 牛乳

をー~二合ほど入れ、火にか けて煮

立たせ、そ のまま冷や す と もとどお

りになります。
前 号本欄で営業、転業に関する証明

手数料は五十円とお知らせしました

が「営業、職業 J r六 十円」の誤 り

につ き 訂正 します。

発 行所

長崎県大村市250番地，
大 村市役所

印刷所つじ 印刷所

定 価 一 部 五 円

給

食

展

示

会

大
村
部
隊

藤
祭
り
を
か
ね
て
二
十
四
日
か
ら

ハ蚊

を
繁
殖
前
に
撲
滅

春
の
大
掃
除
を

一
斉
に

エと

実
施
要
領

ム
ご
み
搬
出
区
域
内
で
大
掃
除
の

た
め
多
量
に
出
た
ご
み
、
空
び

ん
茶
わ
ん
の
か
け
ら
な
ど
は
、

木
炭
の
あ
き
俵
、
古
か
ま
す
な

ど
に
入
れ
て
、
ご
み
箱
の
と
こ

ろ
に
ま
と
め
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

(

保
険
衛
正
課
)

4
月
初
日
は
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日、

4
月
札
制
日
以
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

棄
権
し
宏
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

曇

事

メ

モ

敬
送
院

へ
贈
物

一月
中
・
股
称
略
)

池
田
十
区

ム
捕
州
総
半
凡
外
九
冊

柳川
辺
ポ

へ
一一日前
、
円
'問
、
人
形
劇

団
大

村
小
学
問
一凶
4
比
一児
童
約
イ
五

名
A

担
任
刈
一
原
知
生
)

れ
二
、

0
0
0
円
(
亡
父
忌
明
に
)

下
久
原
林
常
雄

C
金
一
封

(亡
失
卯
平
太
氏
忌
凶

に
)
的
制
初

一
区
松
尾
初
音

〈
雑
誌
ヂ
凡
ニ
仙

諏
訪
町
杉
本

-

E
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A

一ノ
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第 1期分の納釘Ij:

4 p: 30日までで言 D

督促されないうちに，to忘

れなく納めてくださL、。



一八
一竹
松
郷

一
一
コ二

西
元
華
己

長

女

京
子

3

一

長
女

る

り
子

幻

一
ム
松
山
郷
五
四
一
横
尾
政
美

一ム
東
諏
訪
住
宅
三
五
号
羽
田
野
一

四
男

義
彦

叩

一

士
丸

長
女

智

子

担

一

A
徳
泉
川
内
郷
八
二
五

久
田
松

長
崎
海
洋
気
象
台
か
ら
発
表

一平
戸
市
及
び
県
北
部
地
方

一ム
駅
前
住
宅
四
八
号
今
川
忠
議
一
満
雄
五
女
弘
子

9

(ラ
ジ
オ
な
ど
で
)
さ
れ
る
気
象
一

一

妻

美

n

一
ム
乾
馬
場
郷
二
六

回

森

田

喜

O

少
し
で
も
具
合
が
悪
い

一
通
報
で
「
大
村
市
」
は
「
長
崎
竺
平
戸
市
松
浦
市
北
松
浦
郡

一ム
杭
出
津
郷
七
六
二

末

安
重
好
一
長
女
日
登
美

H

市
は
赤
ち
ゃ
ん
の
検
診
と
喜
一

一
A
原
口
住
宅
児
玉
小
枝
契
(義一
枚

)

よ

う

な

と

き

は

、

す
ぐ
保
健
所
一び
県
南
部
地
方
」
の
区
E
に
含
ま
の
言
語
部
及
び
五
島
地
方
)

一

二
男

雅

之

幻

一

ム
玖
島
郷
九
六
五
田
中
京
一

の
早
期
発
昆
や
育
児
相
談

の

た

め

一

一

ム

原

口

郷

湊

川
尚
通

(龍
吉
)
一

や
医
師
に
相
談
し
て
手
当
を
し

一れ
て
い
ま
す
。
通
報
区
臥
の
区
分
一

に
含
む
地
域
を
除
く
地
方

一ム
陰
平
郷
六
四
七
中
島
費
一

長
女

久

美
子

7

在

一一
一月
以
降
生
れ
た
筑

幼
児
を
一
ム
日
泊
郷
脅
か
を
る
(
徳
台
)
一
ム
小
路
口
住
宅
桑
野
学
(
賢
次
)

一

て
い
る
。

一は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

。

一

五
島
地
方

一

四
京
妙
子

m

一
余

震

一
五
O
六

禦

二

銭

在

日
目

白

で

審

査

一

命

浦

山

弘

幸

(

酢

)

日

印

刷

佐

臨

時

一

一

日

日

刊

誌

組

問

町

一
長
崎
市
及
び
県
南
部
地

方

一
福
江
市
南
松
浦
郡

北
位
浦

一A
諸
寺
山
一
一
四
山
西
川
正

吉一

h
h
ph七
号

木
村
百

察
し
た
昨
ち
ゃ
ん
は
一」

一

山

内

料

開

封

印

税

一ム
荒
瀬
郷
山
口
善
弘

(正
路
)
一

O

入
浴
は
暖
い
期
間
は
毎
一
長
崎
市
諌
早
市

大

村

市

一

制

限

即

日

明

日

間

一ム
武
器

一一
二

康

夫

一一女
一
代

二
男

毅

4
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